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 ～千歳一遇～ せんざいいちぐう

１

　今号の話題

　◯氷濤まつり制作作業が進行中

　　新たな氷像もお目見えへ

　◯サンタダイバーと記念撮影

　　サケのふるさと千歳水族館

　◯自慢の歌声で社会に貢献

　　チャリティーカラオケフェス

　

２
０
２
６
年
１
月
に
開
幕
す
る
「
千

歳
・
支
笏
湖
氷
濤
ま
つ
り
～
氷
の
美
術

館　

支
笏
湖
ブ
ル
ー
の
世
界
」
の
会
場

制
作
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
会
場
に
は
す
で
に
丸
太
や
鉄
パ
イ

プ
な
ど
で
骨
組
み
が
組
み
立
て
ら
れ
、

12 

月
下
旬
か
ら
湖
水
の
散
布
が
始
ま

る
見
通
し
で
す
。
今
年
も
約
30
基
の
氷

像
が
登
場
し
、
中
に
は
初
め
て
制
作
に

挑
戦
す
る
意
欲
作
も
お
目
見
え
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

　

観
光
連
盟
が
事
務
局
を
支
援
す
る
国

立
公
園
支
笏
湖
運
営
協
議
会
の
主
催
。

会
期
は
２
０
２
６
年
１
月
31
日
か
ら
２

月
23
日
ま
で
。
昼
間
は
「
支
笏
湖
ブ

ル
ー
」
と
呼
ば
れ
る
独
特
の
青
さ
が
特

徴
的
な
氷
像
が
並
び
来
場
者
を
楽
し
ま

せ
、
夜
間
は
色
と
り
ど
り
に
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
さ
れ
た
幻
想
的
な
光
景
が
訪
れ

た
人
を
迎
え
ま
す
。
道
内
屈
指
の
冬
の

イ
ベ
ン
ト
で
、
今
年
１
～
２
月
に
開
催

し
た
前
回
は
13
万
１
０
７
２
人
が
来
場

し
ま
し
た
。

 

会
場
内
に
は
骨
組
み
が
並
び
、
丸
太

や
鉄
パ
イ
プ
を
は
じ
め
、
支
笏
湖
地
域

の
森
の
不
要
な
樹
木
か
ら
得
た
枝
な
ど

も
使
用
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
漁
網
や

農
業
用
ネ
ッ
ト
、
さ
ら
に
マ
ツ
の
枝
を

取
り
付
け
て
、
ポ
ン
プ
で
く
み
上
げ
た

水
を
ノ
ズ
ル
で
吹
き
付
け
、
少
し
ず
つ

氷
を
厚
く
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
回
の
ま
つ
り
で
は
、
今
年
も
高
さ

６
メ
ー
ト
ル
の
展
望
台
が
登
場
。
か
ま

く
ら
状
の
氷
像
の
内
部
に
氷
の
シ
ャ
ン

デ
リ
ア
を
設
け
、
美
し
い
空
間
を
演
出

す
る
ス
ポ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。
シ
ン
ボ

ル
の「
ブ
ル
ー
タ
ワ
ー
」は
高
さ
13
メ
ー

ト
ル
。
全
長
約
40
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
９

メ
ー
ト
ル
の
氷
の
壁
「
ア
イ
ス
ウ
ォ
ー

ル
」は
迫
力
で
来
場
者
を
圧
倒
し
ま
す
。

　

新
た
な
氷
像
も
制
作
予
定
で
す
。
マ

ツ
の
枝
と
照
明
で
緑
の
鮮
や
か
さ
を
演

出
す
る
「
苔
の
洞
門
」
に
は
、
入
口
に

シ
ラ
カ
バ
の
枝
を
取
り
付
け
、
シ
マ
エ

ナ
ガ
の
ぬ
い
ぐ
る
み
を
多
く
配
置
し
て

北
海
道
を
代
表
す
る
か
わ
い
ら
し
さ
で

来
場
者
を
迎
え
ま
す
。
両
側
に
そ
び
え

千
歳
・
支
笏
湖
氷
濤
ま
つ
り

氷
像
制
作
作
業
�
着
々
と
進
行

今
年
も
大
小
30
基
�
新
氷
像
を
登
場
予
定

２
０
２
６
年
１
月
31
�
２
月
23
日まつり会場には骨組みが立ち並び、散水

作業の開始を待っています



２

る
高
さ
５
メ
ー
ト
ル
の
氷
の
壁
の
間
に

あ
る
、
幅
１
メ
ー
ト
ル
の
通
路
を
進
む

「
氷
の
細
道
」
は
、
氷
の
青
さ
と
美
し

さ
を
よ
り
間
近
で
楽
し
め
ま
す
。

　

好
評
の
焚
火
で
焼
い
た
マ
シ
ュ
マ
ロ

を
味
わ
う
ス
ポ
ッ
ト
は
シ
ラ
カ
バ
を
使

い
森
の
中
に
い
る
よ
う
な
空
間
に
し
ま

す
。
温
か
い
飲
み
物
で
暖
を
取
る
ア
イ

ス
キ
ッ
チ
ン
は
ス
ペ
ー
ス
を
広
げ
て
よ

り
多
く
の
お
客
さ
ま
に
楽
し
ん
で
も
ら

え
る
よ
う
環
境
を
整
え
ま
す
。

け
に
、
制
作
作
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
は
蓄
積

さ
れ
、
ス
タ
ッ
フ
の
技
が
光
り
ま
す
。

散
水
作
業
で
は
風
向
き
を
見
な
が
ら
、

骨
組
み
か
ら
近
す
ぎ
ず
、
遠
す
ぎ
な
い

絶
妙
な
位
置
か
ら
水
を
吹
き
付
け
ま

す
。
近
す
ぎ
る
と
せ
っ
か
く
で
き
た
氷

に
穴
が
あ
き
、
遠
す
ぎ
る
と
骨
組
み
に

届
く
前
に
凍
っ
て
し
ま
い
像
が
太
ら
な

い
と
の
こ
と
。
気
温
は
氷
点
下
５
～
同

８
度
が
好
ま
し
く
、
適
度
な
風
が
あ
る

こ
と
で
よ
り
き
れ
い
な
氷
像
が
で
き
ま

す
。
散
水
の
プ
ロ
セ
ス
で
雪
が
降
ら
な

け
れ
ば
、
氷
は
よ
り
濁
り
が
な
く
透
き

通
り
ま
す
。

　

２
０
２
４
年
は
暖
気
の
た
め
、
会
期

途
中
で
ま
つ
り
を
中
止
せ
ざ
る
を
得
ま

せ
ん
で
し
た
。
以
来
、
暖
気
が
到
来
し

て
も
安
全
を
確
保
で
き
る
よ
う
、
骨
組

み
を
頑
強
に
組
み
立
て
、
今
年
も
氷
を

よ
り
厚
く
す
る
予
定
で
す
。

　

作
業
に
先
立
つ
11
月
下
旬
に
は
園
地

内
の
支
笏
湖
神
社
で
安
全
祈
願
祭
を
執

り
行
い
、
神
職
の
祝
詞
と
関
係
者
約
60

人
が
出
席
し
て
、
玉
ぐ
し
奉
奠
で
、
制

作
作
業
の
安
全
と
千
客
万
来
を
祈
願
し

ま
し
た
。

「
挑
戦
す
る
こ
と
が
楽
し
く
や
り
が
い

が
あ
り
ま
す
。
マ
ン
ネ
リ
に
な
ら
な
い

よ
う
、
新
し
い
氷
像
を
少
し
ず
つ
取
り

入
れ
て
い
る
会
場
を
お
客
さ
ん
に
楽
し

ん
で
ほ
し
い
で
す
」と
話
し
て
い
ま
す
。

　

入
場
料
は
中
学
生
以
上
１
０
０
０

円
、
小
学
生
以
下
無
料
で
す
。
開
催
時

間
は
午
前
10
時
か
ら
午
後
８
時
。
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
は
午
後
４
時
半
か
ら
で
す
。

期
間
中
は
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
や
、
団
体
客

向
け
に
制
作
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
観
覧
ツ

ア
ー
も
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

　

今
年
も
ま
つ
り
期
間
中
は
、
新
千
歳

空
港
か
ら
千
歳
駅
を
経
由
し
て
支
笏
湖

温
泉
を
結
ぶ「
氷
濤
ブ
ル
ー
ラ
イ
ナ
ー
」

を
運
行
し
ま
す
。
空
港
発
７
便
、
支
笏

湖
温
泉
発
は
９
便
を
運
行
す
る
予
定
で

す
。
中
学
生
以
上
２
０
０
０
円
、
小
学

生
１
０
０
０
円
、
未
就
学
児
は
無
料
で

す
。
前
日
午
後
８
時
ま
で
に
予
約
が
必

要
で
、
お
問
い
合
わ
せ
は
電
話
０
１
１

（
２
０
６
）
０
２
２
５
。
ど
う
ぞ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　
継
承
の
技
光
る
制
作
作
業

　
天
然
の
造
形
美
の
魅
力

　

気
温
や
天
候
に
左
右
さ
れ
る
制
作
作

業
は
人
が
思
い
描
い
た
通
り
の
氷
が
で

き
ず
、
自
然
と
人
の
技
が
織
り
な
す
造

形
芸
術
と
言
え
ま
す
。
観
光
連
盟
副
会

長
で
、
会
場
制
作
を
統
括
す
る
小
林
典

幸
会
場
制
作
管
理
部
長
は
「
安
全
に
造

り
た
い
し
、
見
栄
え
も
良
く
し
た
い
。

ど
ち
ら
も
大
事
な
要
素
」と
言
い
ま
す
。

今
年
制
作
す
る
新
た
な
氷
像
に
も
触
れ

暖
気
に
負
け
ぬ
氷
像
造
り

　

制
作
は
11
月
下
旬
か
ら
始
ま
り
、
ス

タ
ッ
フ
15
人
が
作
業
を
進
め
て
い
ま

す
。
50
年
近
い
歴
史
を
誇
る
ま
つ
り
だ

人
の
技
と
自
然
織
り
な
す

松の枝を骨組みに掛け「苔の洞門」

を作っています



３

係
者
が
参
加
し
て
自
慢
の
の
ど
を
披
露

し
、
益
金
を
千
歳
市
奨
学
基
金
に
寄
付

す
る
恒
例
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

歌
声
や
表
現
を
通
し
て
年
末
の
に
ぎ

わ
い
創
出
と
社
会
貢
献
を
目
指
す
催
し

に
は
、今
年
は
60
組
の
出
場
者
が
出
場
。

藤
川
俊
一
会
頭
は
山
下
達
郎
「
ク
リ
ス

マ
ス
・
イ
ブ
」
を
熱
唱
。
マ
イ
ク
を
握

る
出
演
者
の
歌
う
ジ
ャ
ン
ル
は
演
歌
、

ロ
ッ
ク
、
ポ
ッ
プ
ス
と
幅
広
く
、
衣
装

も
さ
ま
ざ
ま
。
き
り
っ
と
し
た
ス
ー
ツ

や
き
ら
び
や
か
な
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
、
英

　

第
７
回
千
歳
年
末
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
カ

ラ
オ
ケ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
今
年
も
北

ガ
ス
文
化
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
ま
し
た
。

千
歳
商
工
会
議
所
、
千
歳
圏
人
会
の
主

催
。
観
光
連
盟
も
協
賛
。
市
内
の
企
業
、

業
界
団
体
、
行
政
、
各
種
団
体
等
の
関

国
の
ロ
ッ
ク
バ
ン
ド
「
ク
イ
ー
ン
」
の

ボ
ー
カ
ル
フ
レ
デ
ィ
ー
・
マ
ー
キ
ュ

リ
ー
に
扮
す
る
人
ま
で
様
々
で
、
ジ
・

ア
ル
フ
ィ
ー
、
玉
置
浩
二
、
野
口
五
郎

風
の
衣
装
や
髪
形
で
、
歌
う
本
人
に
寄

せ
た
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

団
体
の
取
り
組
み
を
Ｐ
Ｒ
す
る
横
断

幕
や
の
ぼ
り
を
要
す
る
出
場
者
も
。
来

場
者
は
カ
ラ
フ
ル
な
ペ
ン
ラ
イ
ト
を
振

り
、
歌
い
終
わ
っ
た
出
場
者
に
花
束
を

渡
す
場
面
も
あ
る
な
ど
、
笑
い
と
歓
声

で
１
年
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　

サ
ケ
の
ふ
る
さ
と
千
歳
水
族
館
で
12

月
20
、
21
両
日
、
恒
例
の
サ
ン
タ
ダ
イ

バ
ー
に
よ
る
記
念
撮
影
会
が
開
か
れ
ま

し
た
。
訪
れ
た
親
子
ら
が
、
水
槽
内
の

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
と
写
真
を
撮
り
、
ク

リ
ス
マ
ス
の
思
い
出
を
つ
く
り
ま
し

た
。

　

カ
ラ
フ
ル
な
風
船
や
サ
ン
タ
ク
ロ
ー

ス
が
あ
し
ら
わ
れ
た
、
ク
リ
ス
マ
ス
ら

し
い
飾
り
つ
け
を
し
た
ア
ー
チ
が
設
け

ら
れ
た
支
笏
湖
水
槽
前
に
は
、
水
族
館

の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
サ
モ
ン
く
ん
」
が

サ
ン
タ
の
赤
い
帽
子
を
か
ぶ
っ
て
登

場
。サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
が
登
場
す
る
と
、

子
ど
も
た
ち
か
ら
は
歓
声
が
お
き
ま
し

た
。

　

預
か
っ
た
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
手
に

し
た
ス
タ
ッ
フ
が
「
は
い
、サ
ー
モ
ン
」

の
掛
け
声
で
撮
影
し
ま
し
た
。
被
写
体

と
な
っ
た
家
族
連
れ
の
後
ろ
に
は
水
槽

の
中
を
泳
ぐ
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
。
来
場

者
は
ピ
ー
ス
サ
イ
ン
を
す
る
な
ど
し
て

サ
ン
タ
と
一
緒
に
撮
影
し
、
子
ど
も
た

ち
の
笑
顔
が
広
が
り
ま
し
た
。

　

同
水
族
館
で
は
シ
ャ
ン
パ
ン
グ
ラ
ス

に
イ
ク
ラ
を
入
れ
た
ツ
リ
ー
を
展
示
。

年
末
年
始
に
も
特
別
企
画
を
用
意
し
て

い
ま
す
。

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
カ
ラ
オ
ケ
フ
ェ
ス

歌
声
で
年
末
を
盛
り
上
げ

益
金
は
奨
学
基
金
に
寄
付

今
年
で
７
回
目
　
年
末
の
恒
例

サ
ン
タ
ダ
イ
バ
ー
登
場

記
念
撮
影
に
子
ど
も
た
ち
笑
顔

サ
ケ
の
ふ
る
さ
と
千
歳
水
族
館

サンタダイバーに子どもたちは大喜び

出場者は思い思いの衣装で熱唱しました



　編集後記

４

イ
ベ
ン
ト
情
報

　

温
泉
や
銭
湯
で
ゆ
っ
く
り
す

る
の
が
趣
味
の
一
つ
。
家
風
呂

と
は
違
う
開
放
感
が
あ
り
ま

す
。
脱
衣
所
や
洗
い
場
、
浴
槽

で
の
さ
さ
や
か
な
場
所
の
譲
り

合
い
に
、
人
情
を
垣
間
見
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
年
末
、
千
歳
か
ら
ま
た

一
つ
銭
湯
が
消
え
ま
す
。
燃
料

費
の
高
騰
、
設
備
の
不
具
合
、

多
額
の
更
新
費
用
か
ら
営
業
継

続
を
あ
き
ら
め
た
よ
う
で
す
。

　
「
銭
湯
す
た
れ
ば
人
情
す
た

る
」。
そ
う
書
い
た
の
は
詩
人

の
田
村
隆
一
さ
ん
。
銭
湯
は
周

囲
へ
の
さ
さ
や
か
な
気
遣
い
を

学
ぶ
場
で
す
。

　

業
態
を
問
わ
ず
、
地
場
の
産

業
を
よ
り
大
切
に
し
た
い
と
再

認
識
し
た
年
の
瀬
で
す
。
今
年

一
年
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
来
年
が
皆
さ
ま
に
と
っ

て
よ
り
良
い
年
で
あ
り
ま
す
よ

う
に
。（
ひ
）

　

▼
ノ
ー
ス
ス
ノ
ー
ラ
ン
ドin

千
歳

（
２
０
２
５
年
12
月
30
日
か
ら
。
ザ
・

ノ
ー
ス
カ
ン
ト
リ
―
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

内
）
北
海
道
ら
し
い
雪
の
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
を
楽
し
む
会
場
内
。
入
場
料
は
中

学
生
以
上
の
大
人
８
０
０
円
、
子
ど
も

５
０
０
円
、
５
歳
以
下
無
料
。
チ
ュ
ー

ブ
ス
ラ
イ
ダ
ー
と
雪
体
験
コ
ー
ナ
ー
を

遊
び
放
題
で
す
。
オ
プ
シ
ョ
ン
料
金
の

必
要
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
は
、
ミ
ニ
ス

ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
、
四
輪
バ
ギ
ー
、
ス

ノ
ー
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
。
千
歳
・
支

笏
湖
氷
濤
ま
つ
り
と
の
連
携
イ
ベ
ン
ト

で
す
。

　

▼
年
末
年
始
水
槽
展
示
（
２
０
２
５

年
12
月
20
日
～
２
０
２
６
年
１
月
12

日
、
サ
ケ
の
ふ
る
さ
と
千
歳
水
族
館
）

水
中
観
察
ゾ
ー
ン
で
「
行
く
年
」
を
振

り
返
り
、「
来
る
年
」
に
思
い
を
は
せ

る「
行
く
年
来
る
年
」水
槽
を
展
示
。「
行

く
年
」
水
槽
で
は
25
年
の
干
支
「
巳

（
ヘ
ビ
）」
に
似
た
魚
「
ス
ネ
ー
ク
ヘ
ッ

ド
」
の
展
示
と
開
催
イ
ベ
ン
ト
を
ふ
り

返
り
ま
す
。「
来
る
年
」
水
槽
で
は
、

２
０
２
６
年
の
干
支
「
午
（
ウ
マ
）」

に
似
た
魚「
ホ
ー
ス
フ
ェ
イ
ス
ロ
ー
チ
」

を
展
示
し
、
26
年
の
年
間
行
事
を
紹
介

し
ま
す
。
ま
た
12
月28

日
、
１
月
２

日
の
各
午
前
11
時
か
ら
、
支
笏
湖
大
水

槽
に
は
馬（
午
）に
仮
装
し
た
ダ
イ
バ
ー

が
登
場
し
ま
す
。

　

▼
氷
の
美
術
館
・
千
歳
支
笏
湖
氷
濤

ま
つ
り
（
２
０
２
６
年
１
月
31
日
～
２

月
23
日
、
千
歳
市
支
笏
湖
温
泉
）
国
立

公
園
支
笏
湖
運
営
協
議
会
主
催
。例
年
、

大
小
約
30
基
の
氷
像
が
登
場
し
ま
す
。

昼
間
は
日
本
屈
指
の
透
明
度
を
誇
る
支

笏
湖
の
湖
水
が
織
り
な
す
青
い
氷
像
群

が
、
夜
間
は
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
会

場
が
、
来
場
者
を
迎
え
ま
す
。
観
光
連

盟
が
事
務
局
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
入

場
料
は
中
学
生
以
上
１
０
０
０
円
、
小

学
生
以
下
無
料
。

　

▼
ち
と
せ
ホ
ル
メ
ン
コ
ー
レ
ン
マ
ー

チ
（
２
０
２
６
年
２
月
11
日
、
青
葉
公

園
な
ど
）千
歳
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
主
催
、

同
実
行
委
、
千
歳
ス
キ
ー
連
盟
主
管
。

観
光
連
盟
後
援
。
千
歳
ク
ロ
ス
カ
ン
ト

リ
ー
、
歩
く
ス
キ
ー
の
集
い
、
千
歳
雪

合
戦
、
小
学
生
雪
上
５
色
綱
引
き
を
実

施
し
ま
す
。
千
歳
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

で
は
７
キ
ロ
種
目
が
復
活
し
、
男
女
総

合
１
～
３
位
を
表
彰
し
ま
す
。
雪
合
戦

は
高
校
生
以
上
で
あ
れ
ば
だ
れ
で
も
参

加
で
き
、
一
般
の
部
・
レ
デ
ィ
ー
ス
の

部
・
Ｍ
Ｉ
Ｘ
の
部
の
３
部
門
で
実
施
し

ま
す
。
今
年
も
参
加
料
は
無
料
で
す
。


